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庭園に植栽された外来種が逸出し、その後、新
しい環境に根付いて繁殖を繰り返し生態系に影響
をおよぼすかどうかを判断するには時間がかかり
ます。同じ植物でも逃げ出した場所の環境によっ
て生き残るものもあれば消えていくものもありま
す。庭園の外の環境が草原や森、河川、海岸など
のように自然度が高い所の場合は、植栽する宿根
草の生態に気を配りましょう。例えば、こぼれダ
ネの発芽率が高い宿根草については、熟した種子
をいつまでも付けておかないことをおすすめしま
す。

ガウラは北アメリカ原産のアカバナ科の宿根草
で、草丈 100 〜 150㎝ほどになります。5 月中旬
から 11 月初旬頃まで次から次と花茎の先端に花
が咲きます（写真 1）。ガウラは花茎を伸ばしな
がら、先端につぼみをいくつか付けて、その下に
常に 1 〜 2 つほどの花を咲かせます。花は 3 日ほ
どでしおれてゆき、しおれた花が落ちると緑色の
果実が現れます（写真 2）。この果実が茎にびっ
しりと付いて下から順に褐色になりタネが花壇に
落ちてゆきます。最後のつぼみが咲き終わるのが
11 月初旬頃ですから、半年ほどはタネを落とし
続けます。原産地では明るい林内、草原、道ばた
などに生えています。このような場所が近くにあ
る場合は、庭園の外に逃げ出す可能性が高いと考
えられます（写真 3）。

熟したガウラのタネを花壇に落とさないため
に、開花茎の切り戻しを定期的に行います。5 月
中旬頃から開花が始まりますが、6 月初旬に地面
から 20㎝の所で切り戻しをします（写真 4）。3
〜 4 週間後には再び花が咲き始めます（写真 5）。
9 月初旬までは切り戻しができますが、2 回目以
降は、伸びた花茎だけを切り戻します。2 〜 3 週
間後には再び開花します。

クロマツやアカマツ（以後、マツ）は現在でも
庭木の代表的な樹木であり、多くの家庭に植栽さ
れています。しかし、残念なことに病害虫が多発
する代表的な樹木でもあります。

害虫が発生した場合はその幼虫が針葉を食べる
ので、葉が急に少なくなったり糞が落下したりし
ます。しかも、幼虫は比較的大きいので被害の状
況を比較的簡単に確認でき、早期の防除が可能に
なります。

ところが、病気が発生した場合は針葉の一部や
全体が枯れますが、その症状から原因となる病原
菌を特定することは困難です。

そこで、私の仲間である県内の樹木医が平成
30 年（2018 年）から令和 7 年（2025 年）までの
間に取り扱った 14 事例から、マツの病気に対す
る対応を検討してみました。

１　マツに発生した病気
最近の 8 年間に本県で発生したマツの病気は、

すす葉枯病、赤斑葉枯病、葉ふるい病、ペスタロッ
チア葉枯病、ディプロディヤ病、シュードサーコ
スポ菌による葉枯病の 6 種類でした（図 1）。最
も多い病気は、ペスタロッチア葉枯病、次に多い
のが葉ふるい病、3 番目に多いのが赤斑葉枯病で
した。また、14 事例中 8 事例は単独の病原菌に
よる病気でしたが、他の 6 事例は 2 種類あるいは
3 種類の病気が同時に発生していました。

なお、この解析には名畑樹木医作成による病害
虫診断ノートを使わせていただきました。

２　マツに発生した病気の対応
庭木のマツの針葉が枯れると景観が悪くなるの

で、何とか対応しなければなりません（写真 1 の
左）。そのためには、マツの樹冠全体を見て病気
以外の兆候があるか否かを判断してください。見
方としては、①マツの樹冠下に糞が落ちている
か、②幼虫がいるか、③針葉全体の緑色が退色し
ているか、です。①と②はマツカレハ等の幼虫に
よる被害ですので、殺虫剤等で対応できます。③
の場合はハダニの被害とマツノザイセンチュウに
よる被害が考えられます。前者であればハダニ剤
で対応できますが、後者であれば残念ながらマツ
全体が枯れてしまっているので、伐採せざるをえ
ません。①から③までの兆候がなければ、前節で
説明した 6 種類の病気のいずれかが単独で発生し
たか、若しくは、複数で発生したと判断してくだ
さい。

対応としては、まずは被害を受けて落下した針
葉を丁寧に集めるとともに、マツに残っている被
害針葉も取り除いて一緒にゴミとして処理し、そ
の後で殺菌剤を散布してください（写真 1 の右）。
登録のとれている殺菌剤は、キノンドー水和剤

（500 倍液）、ドウグリン水和剤（1000 倍液）、トッ
プジン M 水和剤（1000 〜 2000 倍液）、Z ボルドー

（800 倍液）です。

※ ガウラの詳しい説明は、『花と緑の銀行だより
181 号』（2011.9 月号）参照

　 （花と緑の銀行ホームページの技術情報『富山
で楽しむ宿根草』シリーズ 3No.15 にも掲載）

写真 1　 開花後一度も切り戻しをしていないガウラ。9 月中
旬。高さ 130㎝。広がり 120㎝。花茎にたくさんの
果実が付いている。花茎の先端につぼみ、その下に
花が咲く。

写真 2　 ガウラの花茎に並
ん だ 果 実。7 月 初
旬。果実は熟すと
褐色になり、中に
タネがある。

写真 4　 咲き始めた花茎を
地面から 20㎝残し
て 切 り 戻 し。6 月
初旬。

写真 3　 花 壇 か ら 15m ほ
ど離れた生け垣の
下で芽生えた実生。
12 月初旬。見つけ
たら抜く。

写真 5　 6 月初旬に 1 回目
の切り戻しをして
4 週間後の様子。7
月初旬。

写真 1　 クロマツに発生した病気の被害状況（左：2023 年
4 月 19 日撮影）と被害針葉処理と殺菌剤処理後の
状況（右：2023 年 8 月 29 日撮影）

図 1　 平成 30 年から令和 7 年までに県内のマツに発生した
病気の発生数の頻度分布。横軸の葉枯病はシュード
サーコスポ菌による葉枯病のことです。
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